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福島第一原発
■頂も

汚染水漏れ問題視察

ノ∵Tl仁…

視察終召菱、現場作業員の方々に挨拶

dilJii㌔、二．．γJ 水貯留タンク現

細島県漁業協Il掴l合連合会と点比交換

9日12rl

九州魔力㈱／LJ▲原発屯所
施設の概要について説明を受け、施設を視察した後、九州電力と地熱発電の実情等について意見交換。

オオクマ庵f株式会社
医療関連電子機器・コンヒュータ制御装間等の閲発・製造を
iミな事業内杏とする企業。視察後、人限社長と小′ト企
業の海外展開の史惰等について意見交換。

恋か二二「那弓

手㌧∴、i

重光座業株式会社
「味干ラール」のチェづ本部として九州地域を中心にl勾l畑こ

101店舗　アシ●ァ各国を中心に海外に703店舗を展開する
一人チェづに成長を遂げた企業。重光社長と中小企業の海外

展開の実情等について意見交換。

に‾rT亨

九州庵力㈱川内原f力発庵所
施設を視察後、事故時の影響を緩和するための対策、放射性物質放出防止のための対策など安全対策について
説明を受け、防災体制の允実等、今後の課題について意見交換。

町

－
こ
」
J
『

福
島
第
一
原
発
で
高
濃
度
の
放
射
性
物
質
を
含
む
汚
染
水
が
漏
れ
出
し
て
い
る
問
題
で
、
衆
議
院

経
済
産
業
委
員
会
の
与
野
党
押
事
ら
と
現
地
を
視
察
。
そ
の
後
、
福
島
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

の
方
々
と
意
昼
父
換
を
行
い
、
一
刻
も
早
く
収
束
さ
せ
て
は
し
い
な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

㌃
山
こ

ア
ナ
」

長
鳥
ウ
イ
ン
ド
ヒ
ル
㈱

長
鳥
鳳
力
発
履
所

九
州
電
力
と
九
電
卜
の

共
同
〓
貿
に
よ
り
設
立

さ
れ
、
国
内
‥
山
人
級
の

人
里
風
力
発
電
機
が
2
1

歳
設
問
さ
れ
て
い
る
（

祝
祭
後
、
長
鳥
ウ
イ
ン

ド
ヒ
ル
の
社
臼
と
風
力

発
電
の
美
情
等
に
つ
い

て
点
け
交
換
っ

経
済
産
業
委
員
会
委
員
派
遣
九
州
（
大
分
・
熊
本
・
鹿
児
島
）

9
月
2
5
日
・
2
6
日



なぜ、いま高レベル放射作廃棄物処分なのか？

※日本は剰I本人震災が発′lミするまで、54基の原√カブ酢ほ所で発雷を行い、年間総発庵量の約3割を原√

力発現により供給してきた。

※原√カブ酢猛の利川を直ちに停lLしたとしても、これまでに発′l三した使川済燃料を処分する必要があるほか、

原√力発電所の解体に際しても相、11量の放射作塵東物が発′暮ミする。

※これまで、そうした放射作廃嚢物の処分にl加ナた取別が卜分に進まず、「トイレ無きマンション」と．iわれ

てきた。

※エネルギー政策の如仙こ関わらず、目の前に対処すべき問題として′f′I三する放射惟廃棄物問題に取り糾み、

処分にl如ナた取別を進めることが、将来世代に対して、私たちが果たすべきパ任。

このような問題点戯に基づき、増√輝彦・参．議院縦済廃業委Ill主とl’ほ鷲でヨーロッパ視察をしてきました。

フランス　ANDRA（放射作廃棄物管理公社）CNDP（国家公I札甘論委ii会）
1『▼

～）日　日Hl

ANDRA・デ■北1刑丹長日，i）り13人＝）

CNDP・11－－ナット理車汀i（J．．から2ノ＼＝）

スウェーデン・オスカーシャムCLAB（仲IIJ済燃料■l爛町域施．諜）
エスホ地目腰研究所（高レへいル放射作廃棄物最約処分場‘夫験施．諜） 日日lH‖

スポ地卜告盤研究所入LJ1－■

フィンランド

オルキルオト原JリJ称輌斥・nNKへ†0他卜H盤粧¶工．千里寅施目せ

璽1－．●1．，．　　－．．－、　、

ONKALO入口

一磨－－

f干l

尋∴立
ONKALOPosiva社がオルキルオト鳥に建設中の高レベル

放射性廃棄物最終処分のための地卜告盤特性調査施設

・望M皇

仁里

i－1ie≠さらこ

宅．．－

襲壁掛IJ済燃料小lⅢ貯蔵施設

オルキルオト原√力発祖師

■『

欧
州
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
処
理
施
設
視
察

フ
ラ
ン
ス
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

兄
交
換
を
行
っ

た
。
様
々
な
関
係
者
の
声
を
聴
取
し
た

上
で
制
度
が
作
ら
れ
た
こ
と
や
、
立
地

選
定
に
向
け
た
地
質
調
査
の
対
象
地
域

を
初
め
は
広
く
取
っ
て
徐
々
に
絞
り
込

む
ほ
う
が
望
ま
し
い
こ
と
、
ス
テ
ッ
プ

を
踏
ん
で
一
歩
一
歩
進
め
る
べ
き
で
あ

る
こ
と
、
可
逆
性
の
検
討
や
プ
ロ
セ
ス

に
対
す
る
議
会
の
関
与
が
重
要
で
あ
る

と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
プ
ロ
セ

ス
を
進
め
る
卜
で
、
透
明
性
・
独
立

性
・
信
頼
件
が
重
要
で
あ
る
と
の
指
摘

が
あ
っ
た
ほ
か
、
処
分
場
建
設
は
技
術

的
な
問
題
と
い
う
よ
り
も
政
治
的
な
問

題
で
あ
り
、
議
員
の
閲
与
が
鍵
と
な
る

と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
に
お

け
る
高
レ
ベ
ル

放
射
性
廃
棄
物

処
分
場
の
建
設

に
向
け
た
動
き

に
閲
し
、
過
去

の
失
敗
や
そ
の

後
の
議
論
・
経

緯
に
つ
い
て
意

エ
ス
ポ
地
下
研
究
所
で

は
、
地
卜
研
究
所
を
エ
レ

ベ
ー
タ
と
徒
歩
で
視
察

し
、
様
々
な
調
査
研
究

の
実
施
状
況
等
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
。
地

卜
坑
道
に
お
い
て
尖
規

模
の
試
験
研
究
が
行
わ

れ
て
お
り
、
技
術
的
に
準

備
が
整
っ
て
い
る
と
の
印

象
。
ま
た
、
地
域
住
民
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
は
、
住
民
と
同

じ
立
場
に
立
っ
て
説
明
を

行
う
こ
と
の
重
要
件
等
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

い
る
こ
と
等
の
説
明
を
受
け
た
。
美
際
に
処

分
を
行
う
予
定
の
場
所
で
様
々
な
試
験
を

行
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
試
験
を
積
み
巾
ね

る
こ
と
は
、
信
頼
性
や
安
全
性
を
確
保
す
る

卜
で
、
人
き
な
意
義
が
あ
る
と
の
印
象
を
受

けた。
而

路
面
の
処
岬
が
必
要
H
H
叉
低
隈
に
な
っ
て

下

野

　

　

－

■

O
N
K
A
L
O

に
つ
い
て
は
、

エ
ス
ポ
な
ど
と

異
な
り
、
そ
の

ま
ま
放
射
性
廃

棄
物
に
つ
い

て
処
分
す
る
こ

と
が
計
画
さ
れ

て
お
り
、
将
来

の
理
一
伏
し
に
向

け
て
ト
ン
ネ
ル

の
人
き
さ
や
堅



4月111ロシア連邦同家院エネルギー委n会一打

グラチョフ委日長

1511ヤノフスキー・エネルギー省次17（於，エネルギー省）8月

8月1611グラチョフ委Il長

（於，川家院の．議員室）

4日2511インドネシア英紬l川川会第六委n会　▲行511911ドイツ連邦．議会縦漬技術委n会・行

十㌦千・
8日2911欧州．議会廃業・研究・エネ腑、一一香山会一行

アマリア・サ抑圧月艮

各
国
議
員
団
と
の
意
見
交
換

4
月
1
日
に
、
露
・
国

家
院
エ
ネ
ル
ギ
ー
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
が
衆
議

院
経
済
産
業
委
員
会
を

訪
れ
、
〓
・
露
問
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
つ
い

て
多
岐
に
打
．
る
意
見
交

換
を
し
ま
し
た
。

そ
の
際
、
グ
ラ
チ
ョ
フ

委
員
長
か
ら
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
に
絞
っ
て
、

委
員
会
交
流
を
継
続
的

に
行
い
た
い
旨
、
捉
案

が
あ
り
ま
し
た
。

望
む
べ
き
と
こ
ろ
で
す

が
、
衆
議
院
に
は
、
そ

の
よ
う
な
制
度
が
あ
り

ま
せ
ん
。
今
回
、
偶
々
、

モ
ス
ク
ワ
訪
問
の
機
会

が
あ
り
ま
し
た
の
で
面

談
を
申
し
入
れ
た
と
こ

ろ
、
グ
ラ
チ
ョ
フ
委
員

長
は
出
張
中
と
い
う
こ

と
で
、
当
初
は
面
談
は

か
な
わ
な
い
も
の
と
思

い
、
戒
山
を
出
発
し
ま

した。
モ
ス
ク
ワ
入
り
し
た
夜

の
人
使
館
と
の
打
合
せ

で
、
グ
ラ
チ
ョ
フ
委
員

長
が
出
張
日
程
を
繰
り

卜
げ
て
モ
ス
ク
ワ
に

戻
っ
て
く
れ
、
お
会
い

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た

。

　

　

「

↓

ヤ
ノ
フ
ス
キ
ー
エ
ネ
ル

ギ
ー
省
次
宮
と
の
対
談

の
内
容
を
踏
ま
え
て
、

更
に
突
っ
込
ん
だ
意
見

交
換
を
す
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

8
〃
　
ロ
シ
ア
訪
問

本
作
2
月
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
、

L
N
C
輸
出
に
閲
し
、
段
階
的
な
自

山
化
を
検
討
す
る
旨
言
及
。

現
在
、
ロ
シ
ア
の
L
N
C
輸
出
は
、

法
律
に
埴
づ
き
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
が
独

占
し
て
い
る
為
、
段
階
的
な
自
由
化

が
美
施
さ
れ
れ
ば
、
日
本
企
業
の
出

資
参
加
が
可
能
と
な
る
。

検
討
状
況
を
質
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
、

法
改
正
の
準
備
巾
で
、
秋
の
国
会
に

捉
出
予
定
と
説
明
を
受
け
る
。

こ
の
他
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
お
け
る

石
油
共
同
採
鉱
の
可
能
性
や
エ
リ
ガ

炭
鉱
　
（
石
炭
）
開
発
に
つ
い
て
の
協

力
等
に
つ
い
て
、
詳
細
な
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

次
官
か
ら
は
、
‖
・
露
エ
ネ
ル
ギ
ー

ブ
リ
ッ
ジ
構
想
（
電
力
）
　
に
つ
い
て

捉
案
が
あ
っ
た
が
牙
）
費
川
対
効
果

⑧
工
期
内
）
法
整
備
の
問
題
を
指
摘

し
、
理
解
を
求
め
た
。
次
官
か
ら
は

王
、
（
U
は
企
業
間
の
問
題
で
㊦
は
政

治
で
解
決
可
能
な
の
で
は
と
の
指
摘

が
あ
っ
た
。



第二次安倍内閣

教育l暮il；一英才f会．議に公明党を代表して、オブザーバーとして参加

1月24日の第1回会議から、11月26日の第15回会議まで聞かれ、第一次から第川次までの提言を行う。

第一次提言　いじめの問題等への対応について

第一次提言　教育委員会制度等の在り方について

第二次提言　これからの大学教育等の在り方について

第四次提言　高等学校教育と大学教育との接続・大学入学者選抜の在り方について

5日16日自民・公明両党で、身体
への被害や学校の長期欠席を「重大

事態」と位置付け、学校側に調査と

被選者への適切な情報提供を義務付
けることなどを柱とする「いじめ防

1上二対策推進法案」を衆議院に提出

l

翠琴監去毒≠一一一一サ【一‾‾‾

【一一．二三≡二こ＿

麺・
5月17日から与野党間で実務者

協議が始まり、6月11日に一本

化で人筋合意

4月311与党いじめ防lL対策域

本法ワーキンクいチーム初会合が開かれ、

自民党の素案に対して公明党が論
点を整理し、4月中に与党案の取
りまとめが出来るように調整

6月18日　日・公両党と、民主・

生活・社民の3党がそれぞれ国会に
提出していたいじめ対策の2法案を
白公案を軸に一本化した「いじめ防
lヒ対策推進法案」として新たに与野

党6党で衆議院に提出

いじめ防lL√どもi三体で
党文部科学部会　児童i三体のいじめ防Il二
活動「辰沼キッズレスキュー」を視察

6月20口参議院・文教科学委員会で法

案提出者として答弁

「いじめ防止対策推進法案」は、6月20日に衆議院で、6月21日に参議院でそれぞれ可決され 

2013年6月21日に「いじめ防卜対策排進は」が成立しました。 

安
倍
政
権
で
教
育
改
軍
の
司
令
塔
と
な
る
「
教
育
再
生
実
行
会
議
」
　
（
座
長
・
鎌

田
薫
早
稲
H
大
学
総
長
）
の
初
会
合
が
1
日
2
4
日
に
官
邸
で
開
か
れ
た
。
安
倍

首
相
は
あ
い
さ
つ
で
　
「
強
い
日
本
を
取
り
戻
す
に
は
教
育
再
牛
が
不
可
欠
。
教
台

再
生
は
経
済
再
牛
と
並
ぶ
最
重
要
課
題
」
と
述
べ
、
改
革
に
強
い
意
欲
を
示
し
た
。

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
は
成
立
ま
で



5．31スホ叫輔去案を衆議院に提出2011年6月

スポーツ振興くじ（toto）法政IIミ
ヒッケ・ハラリンヒッケ施．設整備の財源確保へ

2013隼10Hl01け†fi封巨緋侶I

・　■：・

▼　　ヽ

†る姿世界へ発信
朗比〉く河田一・郎lt
押■食■書　　　　　日暮スポーツ■■セン勺－■●霞

立ち上

2020東京オリンピック・パラリンピック招致議連の活動

ツ
基
本
法
成
立

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
の
た
め

の
基
本
的
な
法
律
と
し
て

議
員
立
法
に
よ
り
　
「
ス

ポ
ー
ツ
基
本
法
」
が
成
立
。

「
ス
ポ
ー
ツ
立
同
の
実
現

を
目
指
し
、
国
家
戦
略
と

し
て
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る

施
策
を
総
合
的
・
計
画
的

に
推
進
」
と
明
記
。
ス
ポ
ー

ツ
振
興
の
た
め
、
税
・
財

政
卜
の
措
置
を
請
じ
る
こ

と
を
政
府
に
義
務
付
け
て

いる。

2
0
1
3
年
4
月

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ

（
サ
ッ
カ
ー
く
じ
・

－
0
－
0
）
　
の
対
象

を
J
リ
ー
グ
以
外
の

海
外
リ
ー
グ
に
も
広

げ
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興

投
票
実
施
法
改
正
案

が
参
議
院
本
会
議
で

可
決
・
成
立
。

財
源
は
2
0
2
0
年

に
行
わ
れ
る
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
施
設
整
備

ル
等
に
あ
て
ら
れ
る
。

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

招

致

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
成
し
圧
が
カ
ギ
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．
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＿
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人
聞
教
育
門
及
の
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河
野
氏
　
私
は
0
9
年
に
コ
ペ
ン
ハ

ー
ゲ
ン
で
負
け
た
時
の
招
致
委
事
務

総
長
で
す
か
ら
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ

ス
で
は
長
年
の
胸
の
つ
か
え
が
お
り

ま
し
た
。
感
謝
す
べ
き
事
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
H
年
の
ス
ポ
ー
ツ

基
本
法
成
立
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い

と
患
っ
て
い
ま
す
。

4
9
年
前
の
東
京
五
輪
に
向
け
て

も
、
1
9
6
1
年
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興

法
が
で
き
ま
し
た
が
、
施
設
整
備
に

重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回

の
基
本
法
は
ス
ポ
ー
ツ
立
国
と
い
う

国
家
戦
略
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
裏

方
と
し
て
法
案
作
成
を
少
し
手
伝
わ

せ
て
い
た
だ
い
て
、
今
も
覚
え
て
い

ま
す
が
、
五
輪
を
招
致
す
る
と
は
国

の
責
務
で
あ
る
こ
と
を
入
れ
る
入
れ

な
い
で
、
ず
い
ぶ
ん
や
り
取
り
を
し

た
ん
で
す
。
最
終
的
に
招
致
段
階
か

ら
国
が
必
要
な
措
置
を
取
る
と
い
う

こ
と
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
が
今
回
の
開
催
決
定
に
効
い
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
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友
好
協
会
代
よ
川
小
川
訪
問

村
山
富
市
名
誉
顧
問
、
加
藤

紘
一
会
長
ら
日
中
友
好
協
会

代
表
川
1
7
名
で
1
月
2
8
日
か

ら
封
じ
ま
で
北
京
を
訪
問
。

楊
潔
簾
・
外
交
部
長
　
（
現
・

外
交
担
当
国
務
委
員
て
李

源
朝
・
組
織
部
長
　
（
現
・
副

主
席
）
、
郡
明
偉
・
中
国
同

家
旅
遊
局
局
長
を
表
敬
。
尖

閣
問
題
で
停
滞
す
る
日
中
民

間
交
流
の
再
閲
を
呼
び
か
け

た。

きゆげした

ん之茂田富

日
中
関
係
を
気
に
か
け

る
国
会
議
員
で
あ
り

弁
護
士
。
1
月
協
会
代
表
団

の
一
員
と
し
て
訪
中
し
た
。

「
会
談
の
雰
周
気
が
和
や
か

で
、
政
治
家
同
士
の
場
合
と

は
全
く
違
う
」
。
初
め
て
参

加
し
た
日
中
民
間
外
交
の
現

場
は
新
鮮
だ
っ
た
よ
う
だ
。

9
7
年
に
初
訪
中
。
そ
の
後

は
親
交
の
あ
る
国
会
議
員
や

政
党
の
団
な
ど
で
訪
中
を
重

ね
、
中
国
各
地
の
現
場
を
視

察
。
政
府
関
係
者
と
時
事
問

題
に
つ
い
て
意
見
も
交
わ
し

た
。
「
日
中
関
係
で
人
脈
は

と
て
も
大
切
」
。
尖
閣
問
題

で
「
外
交
人
脈
の
薄
さ
」
が

叫
ば
れ
た
時
は
、
強
い
も
ど

か
し
さ
を
覚
え
た
と
い
う
。

9
3
年
に
衆
議
院
に
初
当
選

す
る
と
、
教
育
問
題
や
少
子

化
対
策
に
力
を
注
い
だ
。
9
9

年
に
は
、
陳
西
省
の
山
奥
に

あ
る
農
村
の
子
ど
も
た
ち
に

学
校
を
作
る
事
業
に
責
献
。

協
賛
企
業
を
仲
介
し
、
中
心

と
な
っ
て
計
画
を
進
め
た
。

昨
年
か
ら
は
、
日
本
の
新
華

僑
・
新
華
人
の
子
ど
も
た
ち

が
中
国
語
を
学
べ
る
「
中
国

人
学
校
」
の
建
設
計
画
を
、

華
僑
・
華
人
団
体
な
ど
の
協

力
を
得
て
進
め
て
い
る
。

収
穫
は
「
大
き
か
っ
た
」
．

と
い
う
今
回
の
訪
中
。
滞
在

中
に
協
会
役
員
の
交
流
談
を

聞
い
た
こ
と
で
「
本
当
に
民

間
に
享
見
ら
れ
て
の
国
交
正

常
化
だ
っ
た
こ
と
が
実
感
と

し
て
分
か
っ
た
」
と
い
う
。

一
方
、
「
正
常
化
前
後
に
苦
労

さ
れ
た
人
た
ち
の
話
を
し
っ

か
り
検
証
し
、
若
者
に
伝
え

な
け
れ
ば
知
っ
て
い
る
人
が

誰
も
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う

の
で
は
」
と
心
配
す
る
。
さ

ら
に
深
ま
っ
た
民
間
交
流
へ

の
理
解
。
孜
界
か
ら
日
中
を

支
え
る
〉
い
　
　
（
北
澤
竜
英
）
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森
田
健
作
千
葉
県
知
事
ら

と
国
交
省
で
太
田
同
仁
交
通

人
臣
に
会
い
、
首
都
圏
中
央

連
絡
自
動
車
道
　
（
圏
央
道
）

の
建
設
促
進
に
関
す
る
要
望

を
し
た
。

森
田
知
事
は
、
圏
央
道
の

整
備
が
首
都
圏
交
通
の
渋
滞

緩
和
に
つ
な
が
る
こ
と
や
成

H
空
港
へ
向
か
う
代
替
ル
ー

ト
に
な
る
こ
と
な
ど
を
強
調

し
、
人
栄
－
横
芝
問
の
来
年

度
か
ら
の
本
格
事
業
の
展
開

を
要
請
し
た
。
太
L
U
国
交
相

は
理
解
を
示
し
た
。

て
q
年
3
」
か
ら
琴
療
行
か
行

わ
れ
て
い
た
。

正
文
省
件
は
「
安
豪
些
£
橿

託
や
訣
■
の
せ
封
重
め
∪
当

た
だ
、
想
定
き
し
、
間
t
か

升
年
し
な
け
れ
ば
歓
の
木
工
用

賢
帝
す
」
と
酔
↓
9

月
に
公
示
し
、
閤
好
期
Ⅶ
を
経

て
1
1
月
ご
ろ
山
善
が
雷

も
■
邁
し
．

こ
れ
こ
よ
り
、
従
来
1
5
0

0
㍍
だ
っ
た
▼
青
箇
ル
ー
ト
の

飛
行
雷
書
は
1
A
O
り
ー
1
7
1

0
0
㍍
に
引
き
上
げ
h
／
れ
ろ
く

た
だ
、
蔓
〕
て
い
る

彗
R
T
遍
が
発
生
）
た

♯
合
、
だ
行
d
止
や
引
き
上
付

事
富
騙
村
す
る
と
の
条
件
も

宍
し
た
．

凪
は
、
羽
匡
空
電
出
題
【
噂

が
っ
岩
塩
汀
喀
さ
れ
る
火
事
3

月
ま
で
に
、
環
1
2
〇
〇
‥
J

る
L
と
の
才
㌢
芸
∵
一
㌧

ヨ
一
尺
叶
こ
の
道
か
、
フ
仕
4

蝿
宰
〕
て
い
る
ジ
ー
ノ
ポ

ジ
王
ノ
㌧
・
の
退
役
れ
乱
し
C
ほ

か
、
窒
市
と
匹
等
い
．
縫

蔓
杜
蒜
寧
し
れ
抗
日
カ

所

毒

す

争
一
J
L
ナ
ヽ

2
0
1
0
年
H
月
の
軍
事

付
議
ふ
胃
、
董
す
轟

事
が
一
一
琶
蜃
コ
童

讐
－
↓
芳
可
〟

1
ト
パ
女
■
す
る
一
十
事
昔
裏

革
の
仁
比
り
か
ら
蠍
繭
に
対
す

る
苦
竹
が
t
媚
し
て
い
る
．

闊
凰
好
天
鍔
の
匡
方
間
ル
　
云
北
岳
ル
　
ナ
も
引
き
二
ビ

「
華
だ
k
昨
年
8
…
や
毒
口
省
は
云
■

ゝ
H
月
に
拭
り
寄
島
、
「
堅
用
に
合
わ
ー
正
妻
宴
引

窟
王
家
男
装
・
ノ
た
　
き
）
盲
ト
ビ
の
▲
格
検
肘
t
控
範

5′6
一
年3

R
だ
す
る
璃
ア
蘭
〟
　
卜
の
t
書
上
げ
を
L
月
か
ら
‡
t
H
す
　
L
■

壷
か
れ
在
り
装
完
等
一
ノ
く
毒
筆
ハ
ー
柴

本
遍
用
に
¢
わ
せ
、
㍍
宝
T
・
華
．
1
妻
∵
皇
千

羽
田
騒
音
問
題
で
同
日

1
1
月
か
ら

召
日
中
韓
の
肇
に
叶
い
千
番
遠
望
古
学
彗
昂
賀

寿
背
は
4
う
、
芸
蟹
こ
し
て
拭
，
1
靂
－
川
し
て
⊥
岳
鼠
中

＿

千
葉
市
上
空
の
南
方
而
ル
ー
ト

飛
行
高
度
引
き
上
げ
へ
国
交
省

熊
谷
倭
人
千
葉
市

長
と
国
交
省
で
大
山

国
土
交
通
人
臣
に
会

い
、
千
葉
市
卜
空
の

航
空
機
騒
音
の
改
善

を
求
め
る
要
望
を
し

た
。
熊
谷
市
長
は
、

羽
田
空
港
の
D
滑

走
路
供
用
に
伴
い

航
空
機
に
よ
る
騒

吉
が
増
し
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、

住
民
か
ら
改
善
を

求
め
る
声
が
多
数

寄
せ
ら
れ
て
い
る

と
指
摘
。
「
（
騒
音

軽
減
へ
）
　
H
一
ハ
体
的

な
対
策
を
実
施
し
て

ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。

太
田
国
交
相
は
、
よ

く
理
解
し
て
い
る
と

応
じ
た
。

地
元
と
の
連
携


